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近年，感染症界がざわついている．医療の様々な分野が日々進歩し，変化し続けているが，感

染症界の変化は大きさ・スピード・性質のいずれも他の分野の比ではない．その背景としてあるの

は「世界的驚異的な耐性菌拡大→耐性菌関連死の明らかな増加」だ．これを踏まえ，国内では

薬剤耐性（AMR）アクションプランとして2020年度を目指した耐性菌減少目標や抗菌薬使用量削

減が具体的に設定されており，皆が，何より感染症コンサルタントの筆者自身がその目標達成に

向け必死だ．

このような社会背景から，①既存抗菌薬の添付文書の変化，②あまり使用されなくなった抗菌

薬の市場からの撤退，③新たな抗菌薬の国内採用，といった抗菌薬の変化だけではなく，④投与

期間の短縮，⑤早期内服・外来治療，⑥治療しない細菌感染症，といった“感染症治療の定説”
をもゆるがす戦略の変化も大きい．また，適正使用のためにもより迅速かつ正確な診断を目指して，
質量分析器，迅速 PCR 検査といった検査機器の開発スピードが明らかに早い．正直，感染症専

門医であってもついていくのは容易いことではない．まして，感染症を専門としない医療者は，な

おさらその気持ちが強いであろう．感染症は臓器横断的な分野であり，関係しない医療者はまず

いないうえに，日本には気軽に相談できる臓器横断的な診療ができる感染症専門医はまだまだ少

ない．そんななか，耐性菌の驚異的拡大はさらに世界的な公衆衛生学的脅威となり，よくある感

染症で死ぬ時代は着実に迫りつつある．

この目まぐるしく変貌を遂げている感染症界をふまえ，抗菌薬を基本から再確認しアップデート

することを試みた．ぜひ最先端を知り尽くした執筆陣の「アップデートせよ！」をご堪能いただき

たい．ただ，アップデートするのがゴールではない．「わかる」だけではただの“知識”だ．自分の

中に入ったその知識を現実に変換し行動を変えるアウトプットこそが重要だ．「わかる」ことは「か
わる」ことだ．ところが，本企画はこれをもゴールとは考えない．アップデートし変わることももは

や通過点だ．アップデートするのはその先に見えてくるもの，2021 年以降の「新しい適正使用」

を作り上げ動き出すためにある．皆が中心となりメディカルスタッフ皆で地域を巻き込み耐性菌に

立ち向かおう．次の時代を担う子どもや孫たちに，大切に使い残すことができた抗菌薬のバトンを

笑顔で引き継いでいる姿を夢見て．

適正使用のこのアプローチが，抗菌薬に限らず他の分野での適正使用につながらんことを．耐

性菌対策ですら変化のone of themだ．日本が迎えている未曽有の少子高齢化，人口減少とそれ

に伴う医療大変革に立ち向かおう．巨大な壁とわかっていても，壁の一部になりさがるのではなく，

そこにぶつかる卵のひとつであろう．

岸田 直樹（感染症コンサルタント）
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